
（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

【農林部】 「彩のかがやき」を中心とする米の高温障害により、被害

のあった農業者に対する総合的な対策の実施

被害の概要 ・特別災害の指定 34市町１ 県産米高温障害

・推定被害面積 8,467ha関連事業

・推定被害農家戸数 14,268戸要求どおり
276,871 276,871（１）農作物災害緊急

２億７，６８７万１千円対策事業 23年産米作付けのための助成一財 276,871 一財 276,871

・対象者 農業者

・補助対象 23年産米作付け用種苗及び肥料の購入費

・事業主体 市町（県・市町で１／２ずつ負担）

承 認
（２）農業災害復旧

限度額７５４万８千円経営資金利子補助 無利子融資枠拡大のための助成限度額 3,948 限度額 7,548 限度額 7,548
（ ）（債務負担行為） 一財 3,948 一財 7,548 一財 7,548 融資枠 ＋１億円 １億3,500万円→２億3,500万円

・対象者 農業者

・貸付対象 農業用機械返済金など稲作用資金の不足額

・利 率 無利子（金融機関に対する利子補助）

・事業主体 市町（県・市町で１／２ずつ負担）

・融資期間 ６年（うち据置１年）

農林部

－ １ －

【審査の考え方】

被害農業者への支援の必要性を認め、要求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

要求どおり
２２０万１千円

（ ）３ 農林総合研究センター 38,706 38,706 １ 栽培実態と高温障害に関する調査

栽培実態と高温障害の関係に関する緊急調査試験研究費 一財 38,706 一財 38,706

・県下全域からサンプル収集

・栽培方法と品質の相関関係を解析

・特徴的な事例について

農家へ出向いての現場調査

・３月までに公表

３，６５０万５千円２ 高温障害の回避栽培技術研究

２３年産米の出穂前に高温障害回避栽培技術

について公表を目指し、必要となる資機材の緊急整備

・主な資機材 人工気象室 ３基、高温検定ハウス

・公表時期 ７月

・その後も継続的に研究

農林部

－ １～２ －

【審査の考え方】

高温障害を回避する栽培技術を早期に確立する必要性を認め、

要求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

要求どおり新

２ 平成２２年発生 平成２２年１０月３０日～１１月１日の台風１４号20,000 20,000
森林管理道施設 等の降雨により被害を受けた森林管理道施設の復旧に国庫 13,000 国庫 13,000

災害復旧費 要する費用県債 5,000 県債 5,000

一財 2,000 一財 2,000

２，０００万円森林管理道施設災害復旧事業

・被害箇所 県営森林管理道二子線（横瀬町）

農林部

－ ２ －

【審査の考え方】

、 。被害箇所を早急に復旧する必要性を認め 要求額を措置した


